
(57)【要約】

　ＷＴＲＵのマルチアンテナ要素を使用して、ダウンリ

ンク方向において信号を受信するための適応アンテナビ

ームパターンを生成する。ＷＴＲＵは、生成したアンテ

ナビームを利用して、アップリンク方向に信号を送信す

るための送信アンテナビームを生成する。代替実施形態

では、マルチアンテナ要素を使用して、予め定められた

複数の固定されたアンテナビームを生成する。次いで、

ＷＴＲＵは、予め定められたビームのうち、最良のダウ

ンリンク受信信号をもたらす１つのビームを選択し、そ

れに切り替える。ＷＴＲＵは、選択したビームパターン

を利用して、アップリンク方向に信号を送信する。さら

なら代替実施形態では、ＷＴＲＵは、スペクトル配置情

報を受信し、この情報を利用して、スペクトル的に近い

ＷＴＲＵの方向に送信することを回避する。

JP 2007-532059 A 2007.11.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ： Wireless Transmit/Receiv
e Unit） － 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ） 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
　 受 信 信 号 の 信 号 品 質 を 測 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 品 質 の 測 定 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 重 み を 計 算 す る 手 段 と 、
　 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ダ ウ ン リ ン ク （ Ｄ Ｌ ： DownLink） 信 号 を 受 信 す
る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る 手 段 と 、
　 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み か ら 、 送 信 ア ン テ ナ 重 み を 導 出 す る 手 段 と 、
　 前 記 導 出 し た 送 信 ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ア ッ プ リ ン ク （ Ｕ Ｌ ： UpLink） 信 号 を 送 信
す る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 信 号 を 送 信 す る た め に 前 記 導 出 し た 送 信 ア ン テ ナ 重 み は 、 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計
算 し た ア ン テ ナ 重 み と 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 生 成 し た 受 信 ア ン テ ナ ビ ー ム お よ び 送 信 ア ン テ ナ ビ ー ム を 現 在 の 無 線 状 況 に 動 的 に
適 応 さ せ る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-t
o-Noise Ratio） も し く は 信 号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus In
terference Ratio） を 最 適 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 一 定 の 受 信 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な
が ら 、 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 生 成 し た ビ ー ム の 方 向 以 外 の 方 向 に ヌ ル を 向 け る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 受 信 信 号 の 信 号 品 質 を 測 定 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 前 記 品 質 の 測 定 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 重 み を 計 算 す る こ と と 、
　 （ ｃ ） 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ダ ウ ン リ ン ク （ Ｄ Ｌ ： DownLink） 信 号 を
受 信 す る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る こ と と 、
　 （ ｄ ） 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み か ら 、 送 信 ア ン テ ナ 重 み を 導 出 す る こ と と 、
　 （ ｅ ） 前 記 導 出 し た 送 信 ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ア ッ プ リ ン ク （ Ｕ Ｌ ： UpLink） 信 号
を 送 信 す る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｄ ） に お い て 前 記 導 出 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） に お い
て 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み と 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 生 成 し た 受 信 ア ン テ ナ ビ ー ム お よ び 送 信 ア ン テ ナ ビ ー ム を 現 在 の 無 線 状 況 に 動 的 に
適 応 さ せ る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 前 記 ア ン テ ナ 重 み は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-to-Noise 
Ratio） も し く は 信 号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus Interferen
ce Ratio） を 最 適 化 す る た め に 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 前 記 ア ン テ ナ 重 み は 、 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る た め に 計 算
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 前 記 ア ン テ ナ 重 み は 、 一 定 の 受 信 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、 受
信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る た め に 計 算 さ れ る こ と を 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 生 成 し た ビ ー ム の 方 向 以 外 の 方 向 に ヌ ル を 向 け る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
　 予 め 定 め ら れ た 複 数 の 固 定 さ れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る 手 段 と 、
　 前 記 予 め 定 め ら れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ を 選 択 す る 手 段 と 、
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に 切 り 替 え る 手 段 と 、
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に お い て Ｄ Ｌ 信 号 を 受 信 す る 手 段 と 、
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン と 同 一 の ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 利 用 し て 、 Ｕ
Ｌ 信 号 を 送 信 す る 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 予 め 定 め ら れ た 複 数 の ビ ー ム パ タ ー ン は 、 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン を 含 み
、 前 記 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ は 、 無 指 向 性 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 複 数 の ビ ー ム パ タ ー ン の 中 か ら 動 的 に 切 り 替 え る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-to-Noise Ra
tio） も し く は 信 号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus Interference
 Ratio） を 最 適 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を
最 小 に 抑 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 予 め 定 め ら れ た 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、
近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に
記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 選 択 し た ビ ー ム の 方 向 以 外 の 方 向 に お け る ア ン テ ナ 利 得 を 低
減 さ せ る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 予 め 定 め ら れ た 複 数 の 固 定 さ れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 前 記 予 め 定 め ら れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ を 選 択 す る こ と と 、
　 （ ｃ ） 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に 切 り 替 え る こ と と 、
　 （ ｄ ） 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に お い て Ｄ Ｌ 信 号 を 受 信 す る こ と と 、
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　 （ ｅ ） 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン と 同 一 の ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 利 用 し
て 、 Ｕ Ｌ 信 号 を 送 信 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ａ ） は 、 予 め 定 め ら れ た 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る こ
と を 含 み 、 前 記 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ は 、 無 指 向 性 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 複 数 の ビ ー ム パ タ ー ン の 中 か ら 動 的 に 切 り 替 え る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-to-Noise Ratio） も し く は 信
号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus Interference Ratio） を 最 適
化 す る ビ ー ム パ タ ー ン を 選 択 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） は 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る ビ ー
ム パ タ ー ン を 選 択 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） は 、 予 め 定 め ら れ た 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ
か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る ビ ー ム パ タ ー ン を 選 択 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 選 択 し た ビ ー ム パ タ ー ン の 方 向 以 外 の 方 向 に お け る ア ン テ ナ
利 得 を 低 減 さ せ る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
　 ア ン テ ナ ア レ イ と 、
　 ス ペ ク ト ル 配 置 情 報 を 受 信 す る 手 段 と 、
　 ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 探 し 出 す 手 段 と 、
　 ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 回 避 す る た め に 、 前 記 ア ン テ ナ ア レ イ 上 で 送 信 す る 手 段
と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
　 ア ン テ ナ ア レ イ と 、
　 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス を 探 索 す る 際 に 、 送 信 周 波 数 を 走 査 す る 手 段 と 、
　 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 送 信 方 向 を 判 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 方 向 に 送 信 す る こ と を 回 避 す る た め に 、 前 記 ア ン テ ナ ア レ イ 上
で 送 信 す る 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に ア ン テ ナ ア レ イ を 提 供 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） ス ペ ク ト ル 配 置 情 報 を 受 信 す る こ と と 、
　 （ ｃ ） ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 探 し 出 す こ と と 、
　 （ ｄ ） ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 回 避 す る た め に 、 ア ン テ ナ の う ち の １ つ の 上 で 送
信 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
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　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に ア ン テ ナ ア レ イ を 提 供 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス を 探 索 す る 際 に 、 送 信 周 波 数 を 走 査 す る こ と と 、
　 （ ｃ ） 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 送 信 方 向 を 判 定 す る こ と と 、
　 （ ｄ ） 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 方 向 に 送 信 す る こ と を 回 避 す る た め に 、 前 記 ア ン テ ナ ア
レ イ 上 で 送 信 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 通 信 シ ス テ ム に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 無 線 通 信 シ ス テ ム に
お け る 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ： Wireless Transmit/Receive Unit） － 無 線 送 受 信
ユ ニ ッ ト 干 渉 を 緩 和 す る こ と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ） は 、 通 常 、 す べ て の 方 向 に お い て 一 様 に 送 受 信
を 行 う 単 一 の 無 指 向 性 ア ン テ ナ を 備 え て い る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な ア ン テ ナ を 利 用
す る と 、 意 図 す る 以 上 に 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の エ ネ ル ギ の ほ と ん ど が 、 様 々 な 方 向 に お け る 送 受 信
の た め に 使 用 さ れ る の で 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ リ ソ ー ス が 著 し く 浪 費 さ れ る 。 よ り 重 大 な こ と に 、 近
接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 雑 音 の よ う な 干 渉 と し て 、 こ の 浪 費 さ れ る エ ネ ル ギ を 受 け る 。 こ の よ
う な 干 渉 は 、 １ つ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の ア ッ プ リ ン ク （ Ｕ Ｌ ： UpLink） 周 波 数 が 、 別 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の
ダ ウ ン リ ン ク （ Ｄ Ｌ ： DownLink） 周 波 数 と 同 一 で あ る か 、 ま た は 近 い 場 合 に 、 特 に 重 大 で
あ る 。 図 １ は 、 そ の 概 念 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 無 指 向 的 に 送 信 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ２ を 示 し て い る 。 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ４ は 、 無 指 向
性 ビ ー ム １ １ ２ を 受 信 す る 。 こ の ２ つ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 物 理 的 に も 、 ス ペ ク ト ル 的 に も 近 い
の で 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ４ は 、 深 刻 な レ ベ ル の 干 渉 お よ び パ フ ォ ー マ ン ス 劣 化 を 受 け る 。 干 渉
を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ２ の 干 渉 範 囲 １ １ ０ は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ２ 固 有 の 送 信 レ ベ ル 、 受 信 側
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ４ の 感 度 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ４ の ア ン テ ナ パ タ ー ン 、 お よ び 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ４ の
所 望 す る 信 号 の レ ベ ル に よ っ て 決 定 さ れ る 。 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ４ が 受 け る パ フ ォ ー マ ン ス 劣 化
は 、 信 号 対 干 渉 比 （ Ｓ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Interference Ratio） を 低 減 さ せ る の で 、 Ｗ Ｔ Ｒ
Ｕ １ ０ ４ が 受 信 す る 信 号 の 信 号 対 干 渉 お よ び 雑 音 比 （ signal-to-interference-plus-nois
e ratio） を 低 減 さ せ る 。 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ １ ０ ２ が 引 き 起 こ す 干 渉 １ ２ ０ が 非 常 に 深 刻 な 場 合 、
干 渉 １ ２ ０ は 、 デ ー タ 速 度 の 低 下 、 接 続 ロ ス 、 お よ び ／ ま た は 、 信 号 品 質 の 劣 化 を 招 く こ
と が あ る 。 こ の 現 象 は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 （ 移 動 局 （ Ｍ Ｓ ： Mobile Station） － 移
動 局 干 渉 ） と し て 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 無 指 向 性 ア ン テ ナ を 利 用 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 対 す る
不 要 な 信 号 の 送 信 を 最 小 に 抑 え る よ う ア ン テ ナ 利 得 を 選 択 的 に 制 御 す る 技 術 を 欠 い て い る
。 同 様 に 、 こ の よ う な ア ン テ ナ を 利 用 す る と 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 そ の 他 の 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を
含 む 望 ま し く な い ソ ー ス か ら 発 信 さ れ る 干 渉 信 号 の 受 信 を 防 止 し な い 。 通 常 、 所 望 の 方 向
に お け る ア ン テ ナ 利 得 を 最 大 に す る コ ン ポ ー ネ ン ト お よ び 技 術 が 、 基 地 局 だ け に 設 け ら れ
て い る と 同 時 に 、 基 地 局 だ け が 、 干 渉 を 与 え る デ バ イ ス の 方 向 に お け る 信 号 の 受 信 を 制 限
す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ま で に も 増 し て 、 所 望 の 方 向 に お け る ア ン テ ナ 利 得 を 最 大 に す る こ と
が で き る 、 お よ び ／ ま た は 、 Ｍ Ｓ － Ｍ Ｓ 干 渉 を 最 小 に 抑 え る た め に 、 所 望 の 方 向 か ら の 信
号 を 選 択 的 に 受 信 す る こ と が で き る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ が 望 ま れ て い る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 お よ び 装
置 に 関 す る 。 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の マ ル チ ア ン テ ナ 要 素 を 使 用 し て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の ア ン テ ナ の 受 信 利 得
を 制 御 す る 。 同 様 の 制 御 を 送 信 ア ン テ ナ に 適 用 し て 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 対 す る 発 信 を 低
減 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 代 替 実 施 形 態 で は 、 マ ル チ ア ン テ ナ 要 素 を 使 用 し て 、 予 め 定 め ら れ た 複 数 の 固 定 さ れ た
ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る 。 次 い で 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 予 め 定 め ら れ た ビ ー ム の う ち 、 近 接 す
る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら の 干 渉 を 低 減 さ せ る １ つ の ビ ー ム を 選 択 し 、 そ れ に 切 り 替 え る 。 近 接 す る
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 送 信 す る と き 、 引 き 起 こ さ れ る 干 渉 を 低 減 す る た め 、 そ れ と 同 一 の ビ ー ム パ タ
ー ン が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら な る 代 替 実 施 形 態 で は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 ア ン テ ナ ア レ イ を 備 え 、 ス ペ ク ト ル 配 置 （ ar
rangement） 情 報 を 受 信 す る 。 こ の ス ペ ク ト ル 情 報 を 利 用 す る と 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 ス ペ ク ト
ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 回 避 す る よ う 送 信 を 行 う 。 代 替 と し て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 高 エ ネ ル ギ ソ
ー ス を 探 索 す る 際 に 、 送 信 周 波 数 を 走 査 す る 。 次 い で 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 あ ら ゆ る 高 エ ネ ル ギ
ソ ー ス （ す な わ ち 、 近 い ソ ー ス ） の 送 信 方 向 を 判 定 し 、 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 方 向 に 送 信 す
る こ と を 回 避 す る た め に 、 そ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 自 身 の ア ン テ ナ 上 で 送 信 を 行 う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 添 付 図 面 と あ わ せ て 理 解 す べ き 例 示 す る 以 下 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 記 載 か ら 、 本 発 明 を
よ り 詳 細 に 理 解 す る こ と が で き よ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に お い て 、 「 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ） 」 と い う 用 語 に は 、 ユ ー ザ 端 末 （ Ｕ
Ｅ ： User Equipment） 、 移 動 局 、 固 定 式 も し く は 移 動 式 加 入 者 ユ ニ ッ ト 、 ペ ー ジ ャ 、 ま た
は 、 無 線 環 境 に お い て 動 作 す る こ と が で き る そ の 他 の 任 意 の 種 類 の デ バ イ ス が 含 ま れ る が
、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 以 下 に お い て 、 「 基 地 局 」 と 呼 ぶ と き は 、 こ
の 用 語 に は 、 ノ ー ド Ｂ 、 サ イ ト コ ン ト ロ ー ラ 、 ア ク セ ス ポ イ ン ト （ Ａ Ｐ ： Access Point）
、 ま た は 、 無 線 環 境 に お け る そ の 他 の 任 意 の 種 類 の イ ン タ フ ェ ー シ ン グ デ バ イ ス が 含 ま れ
る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 の 実 施 形 態 に つ い て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 の 観 点 か ら 説 明 す る が 、 本 明 細 書 で
開 示 す る 技 術 は 、 基 地 局 － 基 地 局 干 渉 （ base station to base station interference）
と い う 状 況 に お い て も 適 用 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 第 １ の Ａ Ｐ の ダ ウ ン リ ン ク が 第 ２ の Ａ Ｐ
の ア ッ プ リ ン ク に 干 渉 を 与 え る Ａ Ｐ － Ａ Ｐ 干 渉 の レ ベ ル は 、 本 明 細 書 で 開 示 す る 技 術 を 利
用 す る こ と に よ り 、 緩 和 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 以 下 に お い て 、 主 に ２ 次 元 に お け る ビ ー ム に つ い て 説 明 す る が 、 い く つ か の ビ
ー ム は 、 様 々 な ア ジ マ ス を 有 す る よ う 、 上 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 受 信 器 に お い て 、 適 応 ア ン テ ナ 群 、 す な わ ち 、
適 応 ア ン テ ナ ア レ イ を 用 い て 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら の 干 渉 を 保 護 す る 。 従 来 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ
が 利 用 す る 単 一 の ア ン テ ナ （ こ れ は 、 ほ と ん ど 無 指 向 性 ア ン テ ナ パ タ ー ン を 有 す る に 等 し
い （ 図 １ 参 照 ） ） と 違 っ て 、 適 応 ア ン テ ナ ア レ イ は 、 現 在 の 無 線 状 況 に 適 応 さ せ る よ う に
、 リ ア ル タ イ ム で 動 的 に 調 節 さ れ る ア ン テ ナ パ タ ー ン を 生 成 す る こ と が で き る 。 ア ン テ ナ
ア レ イ は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に お い て 利 用 さ れ る と 、 そ の 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ： Radio Frequency）
環 境 を 継 続 的 に モ ニ タ リ ン グ す る 。 詳 細 に は 、 ア ン テ ナ ア レ イ は 、 サ ー ビ ス 基 地 局 か ら 受
信 さ れ る 信 号 と 、 受 信 さ れ る あ ら ゆ る 干 渉 と を モ ニ タ リ ン グ す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 当 該 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に お け る 単 一 の 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 各 ア ン テ ナ 要 素 に お い て 受 信 さ れ る 信 号
に 乗 算 さ れ る ア ン テ ナ 重 み （ weight） を 計 算 す る た め に も 利 用 さ れ る 。 こ の ア ン テ ナ 重 み
は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る の に 役 立 つ 。 ア ン テ ナ ア レ イ は 、 無 線 変 化 を 絶
え ず モ ニ タ リ ン グ し て い る の で 、 そ の 単 一 の 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の ア ン テ ナ パ タ ー
ン を 最 適 化 す る た め に 、 ア ン テ ナ 重 み を 継 続 的 に 再 計 算 し て い る 。 ア ン テ ナ 重 み は 、 １ ）
信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-to-Noise Ratio） も し く は 信 号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ
Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal to Noise plus Interference Ratio） を 最 大 に す る た め に 、 ２ ） 受 信 さ
れ る 干 渉 信 号 を 最 小 に 抑 え る た め に 、 ま た は 、 ３ ） 受 信 信 号 レ ベ ル を 許 容 可 能 な 一 定 値 に
維 持 し な が ら 、 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る た め に 、 計 算 さ れ る 。 以 下 に お い て 、 こ れ
ら ３ つ の 最 適 化 の 選 択 手 段 を 、 集 合 的 に 「 ３ つ の 最 適 化 選 択 手 段 （ three optimization a
lternatives） 」 と 呼 ぶ こ と に す る 。 上 記 に て 説 明 し た Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 受 信 器 部 分 の 一 実 施 形
態 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ の ア ン テ ナ 要 素 ２ ０ ２ １ 、 ２ ０ ２ ２ お よ び ２ ０ ２ Ｎ を 、 直 線 状 の 構 成 に な る よ う に
配 置 し て 、 ア ン テ ナ ア レ イ ２ ０ ８ を 形 成 す る 。 直 線 ア ン テ ナ 、 円 形 ア ン テ ナ 、 平 面 ア ン テ
ナ 、 お よ び 、 そ の 他 の 任 意 の ２ 次 元 ま た は ３ 次 元 ア ン テ ナ 配 置 を 利 用 し て 、 ア ン テ ナ ア レ
イ を 形 成 す る こ と が で き る 。 ア ン テ ナ ア レ イ ２ ０ ８ に お い て 受 信 さ れ る 信 号 は 、 ア ン テ ナ
２ ０ ２ １ 、 ２ ０ ２ ２ お よ び ２ ０ ２ Ｎ の 位 置 に よ っ て 異 な り 、 ま た 、 受 信 信 号 に 適 用 さ れ る
適 応 複 合 重 み （ adaptive complex weight） ｗ １ 、 ｗ ２ お よ び ｗ Ｎ に よ っ て 異 な る 。 代 替
と し て 、 こ れ ら の 複 合 重 み の 代 わ り に 、 適 応 遅 延 お よ び 利 得 の 組 合 せ を 使 用 す る こ と も で
き る 。 こ れ ら の 重 み ｗ １ 、 ｗ ２ お よ び ｗ Ｎ を 調 節 す る 任 意 の 方 法 を 利 用 し て 、 上 記 に て 説
明 し た ３ つ の 最 適 化 選 択 手 段 を 実 現 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 適 切 に 量 子 化 さ れ た （ qu
antized） 重 み の セ ッ ト 群 か ら 、 適 切 な セ ッ ト が 見 つ か る ま で 、 順 に そ れ ら セ ッ ト 群 を 試
し て み る こ と が で き る 。 信 号 プ ロ セ ッ サ ２ ２ ０ は 、 決 定 さ れ た ア ン テ ナ 重 み ｗ １ 、 ｗ ２ お
よ び ｗ Ｎ を 信 号 重 み 付 け ユ ニ ッ ト （ signal weighting unit） ２ ３ ０ に 送 信 す る 。 信 号 重
み 付 け ユ ニ ッ ト ２ ３ ０ で は 、 元 々 受 信 さ れ た 信 号 ２ ０ ３ １ 、 ２ ０ ３ ２ お よ び ２ ０ ３ Ｎ が 、
そ れ ぞ れ 、 計 算 さ れ た 重 み ｗ １ 、 ｗ ２ お よ び ｗ Ｎ と 組 み 合 わ さ れ 、 次 い で 、 そ れ ら 組 み 合
わ さ れ た 信 号 が 結 合 さ れ て 、 単 一 の 重 み 信 号 ２ ３ １ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に し て 適 応 ア ン テ ナ を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 上 記 に て 説 明 し た
３ つ の 最 適 化 選 択 手 段 の い ず れ も 実 現 す る よ う 、 指 向 性 ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る こ と が
で き る 。 こ の よ う な 指 向 性 ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る 際 に 、 適 応 ア ン テ ナ は 、 ヌ ル も 生 成
す る 。 ヌ ル は 、 単 に 低 ア ン テ ナ 利 得 の 方 向 に す ぎ な い 。 図 ３ は 、 そ の 概 念 を 示 し て い る 。
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ３ ０ ２ は 、 基 地 局 ３ ３ ０ の 方 向 に ビ ー ム パ タ ー ン ３ ２ ０ を 向 け る ア ン テ ナ ア レ イ
３ １ ０ を 有 す る も の と し て 示 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ ア レ イ ３ １ ０ は ま た 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ
Ｒ Ｕ （ Ｍ Ｓ － Ｍ Ｓ ） 干 渉 ソ ー ス に 近 接 す る 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ３ ０ ４ の お お よ そ の 方 向 に 、 ヌ ル ３
２ １ も 向 け る 。 こ の 例 で は 、 ヌ ル ビ ー ム ３ ２ １ は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ３ ０ ４ か ら ア ッ プ リ ン ク （ Ｕ
Ｌ ） 方 向 に 送 信 さ れ る 信 号 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 干 渉 を 「 な く す （ null） 」 、 ま た は 、
最 小 に 抑 え る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 適 応 ア ン テ ナ ア レ イ を 利 用 し て 、 上 記 に て 説 明 し た ３ つ
の 最 適 化 選 択 手 段 の う ち の １ つ を 実 現 す る よ う 、 ア ン テ ナ 重 み を 選 択 す る 。 次 い で 、 Ｗ Ｔ
Ｒ Ｕ は 、 基 地 局 に 送 信 す る た め に 、 選 択 し た 重 み か ら 導 出 さ れ る ア ン テ ナ 重 み を 利 用 す る
。 導 出 さ れ る 送 信 重 み は 、 受 信 器 用 に 生 成 さ れ る ビ ー ム の 必 須 な 位 置 お よ び 形 状 が 保 た れ
る よ う 選 択 さ れ る こ と に 留 意 す る こ と が 重 要 で あ る 。 一 例 と し て 、 導 出 さ れ る 送 信 ア ン テ
ナ 重 み は 、 信 号 を 受 信 す る た め に 選 択 し た ア ン テ ナ 重 み と 同 一 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 に て 説 明 し た 導 出 さ れ る ア ン テ ナ 重 み を 伴 う 送 信 は 、 送 信 側 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ が 、 近 接 す る
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ と 相 互 干 渉 の 状 態 に あ る 場 合 に 、 特 に 有 用 で あ る 。 例 え ば 、 第 １ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ
Ｌ 周 波 数 が 、 第 ２ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｄ Ｌ 周 波 数 と 近 い か 、 ま た は 同 じ で あ り 、 か つ 、 第 １ の Ｗ
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Ｔ Ｒ Ｕ の Ｄ Ｌ 周 波 数 が 、 第 ２ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ Ｌ 周 波 数 と 近 い か 、 ま た は 同 じ で あ る と き 、
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 群 は 、 相 互 干 渉 の 状 態 に あ る と さ れ る 。 例 示 の た め 、 図 ４ に 、 互 い が 相 互 干 渉 の
状 態 に あ る ２ つ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ４ ０ ２ お よ び ４ ０ ４ を 示 す 。 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ４ ０ ４ の Ｕ Ｌ 周 波 数 ｆ １
は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ４ ０ ２ の Ｄ Ｌ 周 波 数 ｆ １ ’ と 非 常 に 近 い 。 同 様 に 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ４ ０ ２ の Ｕ Ｌ 周
波 数 ｆ ３ は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ４ ０ ４ の Ｄ Ｌ 周 波 数 ｆ ３ ’ と 非 常 に 近 い 。 し た が っ て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ４
０ ２ お よ び ４ ０ ４ は 、 互 い が 相 互 干 渉 の 状 態 に あ り 、 こ の 状 態 に お い て は 、 一 方 が 送 信 中
の と き に 、 両 方 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ が 、 Ｍ Ｓ － Ｍ Ｓ 干 渉 を 受 け る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 時 分 割 複 信 （ Ｔ Ｄ Ｄ ： Time Division Duplex） を 利 用 す る 通 信 シ ス テ ム で は 、 両 方 の Ｗ
Ｔ Ｒ Ｕ が 、 同 一 周 波 数 上 で 信 号 を 送 受 信 す る 。 整 合 さ れ て い な い 場 合 （ in the absence o
f alignment） 、 こ の よ う な Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 群 は 、 相 互 干 渉 を 受 け る こ と が あ る 。 例 え ば 、 ２ つ
の Ｔ Ｄ Ｄ 　 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 、 異 な る 時 間 ス ロ ッ ト ま た は 周 波 数 が 割 り 当 て ら れ 、 か つ 、 そ れ ぞ
れ の 周 波 数 が 近 い 場 合 、 こ れ ら Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 相 互 干 渉 を 受 け る こ と が あ る 。 ま た は 、 例 え
ば 、 ２ つ の Ｔ Ｄ Ｄ 　 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 、 異 な る 時 間 ス ロ ッ ト ま た は 周 波 数 が 割 り 当 て ら れ 、 か つ
、 こ れ ら の タ イ ミ ン グ が 整 合 さ れ て い な い 場 合 、 こ れ ら Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 相 互 干 渉 を 受 け る こ
と が あ る 。 ま た は 、 例 え ば 、 ２ つ の Ｔ Ｄ Ｄ 　 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 、 異 な る 時 間 ス ロ ッ ト ま た は 周 波
数 が 割 り 当 て ら れ 、 か つ 、 そ れ ぞ れ の 周 波 数 が 近 く 、 か つ 、 こ れ ら の タ イ ミ ン グ が 整 合 さ
れ て い な い 場 合 、 こ れ ら Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 相 互 干 渉 を 受 け る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 上 述 し た の と 同 一 の 方 法 に よ り 、 本 実 施 形 態 に し た が う Ｗ Ｔ Ｒ
Ｕ は 、 ア ン テ ナ 重 み を 利 用 し て 、 上 記 に て 定 義 し た ３ つ の 最 適 化 選 択 手 段 の う ち の １ つ に
し た が っ て 、 所 望 の 信 号 の 信 号 品 質 を 最 適 化 す る 。 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｗ Ｔ
Ｒ Ｕ は 、 Ｕ Ｌ 方 向 に 送 信 す る た め に 、 選 択 し た 受 信 ア ン テ ナ 重 み か ら ア ン テ ナ 重 み を 導 出
す る 。 こ の よ う な 導 出 し た ア ン テ ナ 重 み を 利 用 し て 、 指 向 性 送 信 ビ ー ム を 生 成 す る こ と に
よ っ て 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 対 し て 向 け ら れ る エ ネ ル ギ は 低 減 さ れ 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ が
、 Ｍ Ｓ － Ｍ Ｓ 干 渉 を 受 け る こ と か ら 保 護 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ３ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 受 信 器 に お い て 、 切 り 替 え 型 ビ ー ム ／ 切 り 替 え
型 ア ン テ ナ ア レ イ （ Ｓ Ｂ Ｓ Ａ ： Switched-Beam/Switched Antenna array） を 用 い て 、 近 接
す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ （ 群 ） か ら の 干 渉 を 保 護 す る 。 Ｓ Ｂ Ｓ Ａ は 、 任 意 の 所 与 の 時 間 に サ ブ セ ッ ト
が 使 用 の た め に 選 択 さ れ る 予 め 定 め ら れ た 複 数 の ビ ー ム か 、 ま た は 、 予 め 定 め ら れ た ビ ー
ム 位 置 の よ り 大 き な セ ッ ト か ら 、 ビ ー ム の セ ッ ト の い ず れ か を 生 成 す る 。 こ れ ら の 生 成 し
た ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ は 、 無 指 向 性 ビ ー ム パ タ ー ン と す る こ と が で き る こ と に 留
意 さ れ た い 。 こ れ ら の 予 め 定 め ら れ た ビ ー ム パ タ ー ン の 一 例 を 図 ５ に 示 す 。 切 り 替 え 型 ビ
ー ム ／ 切 り 替 え 型 ア ン テ ナ ア レ イ ５ １ ０ は 、 １ ２ の 予 め 定 め ら れ た ア ン テ ナ ビ ー ム ５ ２ ０
お よ び ５ ２ ２ を 有 す る も の と し て 示 さ れ て い る 。 ビ ー ム ５ ２ ０ は 、 最 高 の 信 号 品 質 を 提 供
す る ビ ー ム で あ る こ と を 示 す よ う 、 強 調 表 示 さ れ て お り 、 お そ ら く は 、 基 地 局 （ 図 示 せ ず
） の 方 向 に 向 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 単 に 、 Ｓ Ｂ Ｓ Ａ の 概 念 の 一 例 を 示 す よ う 意 図 し て い る に す ぎ な い こ と を 理 解 さ
れ た い 。 本 実 施 形 態 に し た が う Ｓ Ｂ Ｓ Ａ シ ス テ ム は 、 わ ず か ２ つ の 予 め 定 め ら れ た ア ン テ
ナ ビ ー ム し か 有 さ な く て も よ く 、 そ の ２ つ の ビ ー ム に は 、 無 指 向 性 応 答 （ omni-direction
al response） を 有 す る ビ ー ム が 含 ま れ 得 る 。 Ｓ Ｂ Ｓ Ａ が 生 成 す る ア ン テ ナ ビ ー ム の 数 が
少 な け れ ば 少 な い ほ ど 、 こ の ビ ー ム の 各 々 を 、 よ り 幅 広 く す る 必 要 が あ る 。 ビ ー ム 幅 お よ
び ビ ー ム の 数 は 、 デ バ イ ス の 種 類 お よ び サ イ ズ を 考 慮 す る こ と に よ り 定 め ら れ る こ と が 多
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に し た が う と 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 予 め 定 め ら れ た ビ ー ム の 各 々 に お い て 、 信 号 が 測
定 さ れ る 。 次 い で 、 こ れ ら の ビ ー ム の う ち の １ つ が 、 １ ） 受 信 信 号 の 信 号 対 雑 音 お よ び 干
渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ） を 最 大 に す る た め に 、 ２ ） 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を
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最 小 に 抑 え る た め に 、 ま た は 、 ３ ） 所 望 す る 十 分 な 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、 近 接 す る
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る た め に 、 選 択 さ れ る 。 次 い で 、 切 り 替 え
機 能 に よ り 、 こ れ ら 固 定 さ れ た ビ ー ム パ タ ー ン の 中 か ら 選 択 さ れ た １ つ に 切 り 替 え ら れ て
、 ダ ウ ン リ ン ク 方 向 に お い て 、 所 望 の 信 号 を 受 信 す る 。 状 況 に 応 じ て 、 選 択 さ れ る ビ ー ム
は 、 無 指 向 性 ビ ー ム と す る こ と が で き る 。 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る 干 渉 エ ネ ル ギ
の 継 続 的 な 低 減 は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 信 号 環 境 に 応 じ て 、 頻 繁 に 予 め 定 め ら れ た ビ ー ム パ タ ー ン
を 切 り 替 え る こ と に よ っ て 、 維 持 さ れ る 。 図 ６ は 、 そ の 概 念 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ６ ０ ２ の ア ン テ ナ ア レ イ ６ １ ０ は 、 予 め 定 め ら れ た 複 数 の ビ ー ム ６ ２ ０ お よ び
６ ２ ２ を 生 成 し て い る 。 ビ ー ム ６ ２ ２ は 、 ア ク テ ィ ブ で あ り 、 か つ 、 基 地 局 ６ ３ ０ の 方 向
に 向 け ら れ て い る こ と を 示 す よ う 、 強 調 表 示 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ れ に よ り 、 近 接
す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ６ ０ ４ に 対 す る 利 得 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た 方 法 に よ り 切 り 替 え 型 ビ ー ム ア ン テ ナ を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、
予 め 定 め ら れ た 複 数 の ア ン テ ナ ビ ー ム の 中 か ら 選 択 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ ら の ビ ー
ム の う ち の １ つ を 選 択 す る 際 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る 干 渉 は 、 図 ６ に 示 し た よ
う に 、 低 減 さ れ る 。 こ の よ う な 実 装 に お け る さ ら な る 利 点 は 、 こ れ に よ っ て 、 帯 域 内 干 渉
お よ び 帯 域 外 干 渉 の 両 方 が 、 同 時 に 最 小 に 抑 え ら れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ４ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に お い て 、 切 り 替 え 型 ビ ー ム ア ン テ ナ ア レ イ を
利 用 し て 、 特 に Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 群 が 相 互 干 渉 の 状 態 に あ る 場 合 に 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ が 受 け る Ｍ
Ｓ － Ｍ Ｓ 干 渉 を 最 小 に 抑 え る 。 前 述 し た よ う に 、 例 え ば 、 第 １ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｄ Ｌ 周 波 数 が
、 第 ２ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ Ｌ 周 波 数 と 近 い と 同 時 に 、 第 ２ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｄ Ｌ 周 波 数 が 、 第 １ の
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ Ｌ 周 波 数 と 近 い と き 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 群 は 、 相 互 干 渉 の 状 態 に あ る （ 図 ４ 参 照 ） 。
適 切 に 整 合 さ れ て い な い 場 合 、 Ｔ Ｄ Ｄ 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 群 は 、 相 互 干 渉 を 受
け る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 上 述 し た の と 同 一 の 方 法 に よ り 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 １ ） Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ を
最 大 に す る た め に 、 ２ ） 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る た め に
、 ま た は 、 ３ ） 所 望 す る 十 分 な 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ
れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る た め に 、 予 め 定 め ら れ た 複 数 の 固 定 さ れ た ア ン テ ナ ビ ー ム の
中 か ら 選 択 的 に 切 り 替 え る 。 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 選 択 し た ア ン
テ ナ ビ ー ム と 同 一 の ア ン テ ナ ビ ー ム を 利 用 し て 、 Ｕ Ｌ 方 向 に 送 信 す る 。 選 択 し た ビ ー ム は
、 望 ま し く な い ソ ー ス か ら の 干 渉 エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る の で 、 こ の 同 一 の ビ ー ム 上 で 送
信 す る と 、 近 接 す る ソ ー ス に 向 け ら れ る 不 要 な エ ネ ル ギ の 送 信 を 最 小 に 抑 え る こ と に な る
。 し た が っ て 、 選 択 し た ビ ー ム 方 向 に 送 信 す る こ と に よ っ て 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 対 す る
干 渉 が 、 最 小 に 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ５ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に お い て 、 ス マ ー ト ア ン テ ナ ア レ イ を 利 用 し て
、 特 に Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 群 が 非 対 称 干 渉 の 状 態 に あ る 場 合 に 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ （ 群 ） が 受 け る Ｍ
Ｓ － Ｍ Ｓ 干 渉 を 最 小 に 抑 え る 。 以 下 に お い て 、 「 ス マ ー ト ア ン テ ナ 」 と い う 用 語 は 、 適 応
ア ン テ ナ ア レ イ ま た は 切 り 替 え 型 ビ ー ム ／ 切 り 替 え 型 ア ン テ ナ ア レ イ の い ず れ か を 表 す よ
う 、 使 用 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 目 的 上 、 第 １ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ が 、 ス ペ ク ト ル 的 に 近 い 第 ２ の Ｗ
Ｔ Ｒ Ｕ の Ｄ Ｌ 受 信 に 干 渉 を 与 え る 場 合 に 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 群 は 、 非 対 称 干 渉 の 状 態 に あ る と す る
。 し か し な が ら 、 第 ２ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ Ｌ 送 信 は 、 第 １ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｄ Ｌ 受 信 に 干 渉 を 与 え
な い 。 図 ７ は 、 そ の 概 念 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｔ Ｄ Ｄ 　 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ７ ０ ２ が Ｕ Ｌ 周 波 数 ｆ １ を 有 す る 通 信 シ ス テ ム ７ ０ ０ が 示 さ れ て い る
。 Ｆ Ｄ Ｄ デ バ イ ス で あ る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ７ ０ ４ は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ７ ０ ２ の Ｕ Ｌ 周 波 数 と ス ペ ク ト ル 的
に 近 い Ｄ Ｌ 受 信 周 波 数 を 有 す る も の と し て 、 示 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 Ｔ Ｄ Ｄ デ バ イ ス ７
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０ ２ は 、 ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｆ Ｄ Ｄ デ バ イ ス ７ ０ ４ の Ｄ Ｌ 受 信 に 干 渉 を 与 え る 。 し か し な
が ら 、 Ｆ Ｄ Ｄ デ バ イ ス ７ ０ ４ の Ｕ Ｌ 送 信 周 波 数 ｆ ３ は 、 Ｔ Ｄ Ｄ デ バ イ ス ７ ０ ２ の Ｄ Ｌ 周 波
数 ｆ １ と ス ペ ク ト ル 的 に 離 れ て い る の で 、 こ の 干 渉 は 非 対 称 で あ る 。 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ７ ０ ２ は Ｔ
Ｄ Ｄ デ バ イ ス で あ る の で 、 そ の Ｕ Ｌ 周 波 数 お よ び Ｄ Ｌ 周 波 数 は 、 同 一 で あ る こ と に 留 意 さ
れ た い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ７ に 示 し た よ う に 、 Ｔ Ｄ Ｄ デ バ イ ス ７ ０ ２ な ど の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 そ の よ う な 干 渉 が 生 じ
て い る こ と を 識 別 す る こ と な く 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 非 対 称 に 干 渉 を 与 え る こ と が あ る 。
干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 受 信 周 波 数 が 、 影 響 を 受 け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ Ｌ 周 波 数 と ス ペ ク ト ル
的 に 離 れ て い る た め 、 こ の 情 報 の 欠 如 が 生 じ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ
に 追 加 の 情 報 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 そ の よ う な 非 対 称 干 渉 を 最 小 に 抑 え る こ と を 提 示
す る 。 非 対 称 に 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ （ 図 ７ の Ｔ Ｄ Ｄ 　 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ７ ０ ２ な ど ） に は 、 そ の
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 信 号 環 境 に お け る ス ペ ク ト ル 配 置 が 通 知 さ れ る 。 詳 細 に は 、 そ の 干 渉 を 与 え る
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に は 、 Ｄ Ｌ 周 波 数 が そ の 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ Ｌ 周 波 数 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の Ｕ
Ｌ 周 波 数 が 、 通 知 さ れ る 。 こ の 情 報 は 、 干 渉 が 与 え ら れ 得 る そ の 他 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 存 在 に 関
し て 、 そ の 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 警 告 す る 。 次 い で 、 そ の 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 そ
れ ら の Ｕ Ｌ 周 波 数 を 走 査 し て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 実 際 の 位 置 を 判 定 す る 。 そ の 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ
Ｒ Ｕ は 、 例 え ば 、 高 エ ネ ル ギ 信 号 を 探 し 出 す こ と に よ っ て 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 位 置 を 判 定 す る こ
と が で き る 。 Ｕ Ｌ 方 向 に お け る 十 分 に 高 い エ ネ ル ギ レ ベ ル と は 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ が 近 接 し て い る
可 能 性 が 高 く 、 そ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 干 渉 が 与 え ら れ る 可 能 性 が 高 い こ と を 意 味 す る 。 次 い で 、
そ の 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ （ 群 ） に 与 え る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る た め
に 、 例 え ば 、 本 明 細 書 で 説 明 し た い ず れ か の 実 施 形 態 を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 適 宜 、 自
身 の Ｕ Ｌ 送 信 方 向 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 代 替 と し て 、 干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に 、 そ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 信 号 環 境 に お け る ス ペ ク ト ル 配
置 に 関 し て 通 知 す る の で は な く 、 す な わ ち 、 Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 探 索 を 制 限 す る の で は な く 、 そ の
干 渉 を 与 え る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ は 、 可 能 な す べ て の 周 波 数 を 走 査 し て も よ い 。 様 々 な 実 施 形 態 の コ
ン ポ ー ネ ン ト に つ い て 、 別 個 の コ ン ポ ー ネ ン ト と い う 観 点 か ら 説 明 し た が 、 そ れ ら コ ン ポ
ー ネ ン ト は 、 特 定 用 途 向 け 集 積 回 路 （ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ ： Application Specific Integrated Circ
uit） 、 マ ル チ Ｉ Ｃ （ Integrated Circuit） 、 別 個 の コ ン ポ ー ネ ン ト 、 ま た は 、 別 個 の コ
ン ポ ー ネ ン ト と Ｉ Ｃ （ 群 ） と の 組 合 せ な ど の 信 号 集 積 回 路 上 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 同 様 に 、 本 発 明 の 特 徴 お よ び 要 素 を 、 好 ま し い 実 施 形 態 に お け る 特 定 の 組 合 せ を も っ て
、 説 明 し た が 、 各 特 徴 ま た は 各 要 素 は 、 （ 好 ま し い 実 施 形 態 の 他 の 特 徴 お よ び 要 素 な し で
） 単 独 で 使 用 す る こ と も で き る し 、 本 発 明 の 他 の 特 徴 お よ び 要 素 の 有 無 に 関 係 な く 、 様 々
な 組 合 せ を も っ て 、 使 用 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 無 指 向 的 に 送 信 し て 、 近 接 す る 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ） に 干 渉 を 与 え る
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 適 応 ア ン テ ナ ア レ イ を 備 え た Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ の 受 信 器 部 分 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 適 応 ア ン テ ナ ア レ イ を 利 用 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 互 い が 相 互 干 渉 の 状 態 に あ る ２ つ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 予 め 定 め ら れ た 生 成 さ れ た ビ ー ム を 有 す る 切 り 替 え 型 ビ ー ム ア ン テ ナ ア レ イ を 例
示 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 切 り 替 え 型 ビ ー ム ア ン テ ナ ア レ イ を 利 用 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 互 い が 非 対 称 干 渉 の 状 態 に あ る ２ つ の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 例 示 す る 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 1日 (2006.12.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ： Wireless Transmit/Receiv
e Unit） － 無 線 送 受 信 ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ ） 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
　 受 信 信 号 の 信 号 品 質 を 測 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 品 質 の 測 定 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 重 み を 計 算 す る 手 段 と 、
　 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ダ ウ ン リ ン ク （ Ｄ Ｌ ： DownLink） 信 号 を 受 信 す
る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る 手 段

と 、
　 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み か ら 、 送 信 ア ン テ ナ 重 み を 導 出 す る 手 段 と 、
　 前 記 導 出 し た 送 信 ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ア ッ プ リ ン ク （ Ｕ Ｌ ： UpLink） 信 号 を 送 信
す る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 信 号 を 送 信 す る た め に 前 記 導 出 し た 送 信 ア ン テ ナ 重 み は 、 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計
算 し た ア ン テ ナ 重 み と 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 生 成 し た 受 信 ア ン テ ナ ビ ー ム お よ び 送 信 ア ン テ ナ ビ ー ム を 現 在 の 無 線 状 況 に 動 的 に
適 応 さ せ る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-t
o-Noise Ratio） も し く は 信 号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus In
terference Ratio） を 最 適 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 一 定 の 受 信 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な
が ら 、 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 生 成 し た ビ ー ム の 方 向 以 外 の 方 向 に ヌ ル を 向 け る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 受 信 信 号 の 信 号 品 質 を 測 定 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 前 記 品 質 の 測 定 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ 重 み を 計 算 す る こ と と 、
　 （ ｃ ） 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ダ ウ ン リ ン ク （ Ｄ Ｌ ： DownLink） 信 号 を
受 信 す る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る こ と

と 、
　 （ ｄ ） 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み か ら 、 送 信 ア ン テ ナ 重 み を 導 出 す る こ と と 、
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で あ っ て 、 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み は
、 少 な く と も １ つ の 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に て 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る た め に 計 算
さ れ る 、 生 成 す る 手 段

で あ っ て 、 前 記 ア ン テ ナ 重 み は 、
少 な く と も １ つ の 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に て 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る た め に 計 算 さ
れ る 、 生 成 す る こ と



　 （ ｅ ） 前 記 導 出 し た 送 信 ア ン テ ナ 重 み に 基 づ い て 、 ア ッ プ リ ン ク （ Ｕ Ｌ ： UpLink） 信 号
を 送 信 す る た め に 、 指 向 性 ア ン テ ナ ビ ー ム を 生 成 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｄ ） に お い て 前 記 導 出 し た ア ン テ ナ 重 み は 、 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） に お い
て 前 記 計 算 し た ア ン テ ナ 重 み と 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 生 成 し た 受 信 ア ン テ ナ ビ ー ム お よ び 送 信 ア ン テ ナ ビ ー ム を 現 在 の 無 線 状 況 に 動 的 に
適 応 さ せ る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 前 記 ア ン テ ナ 重 み は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-to-Noise 
Ratio） も し く は 信 号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus Interferen
ce Ratio） を 最 適 化 す る た め に 計 算 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 前 記 ア ン テ ナ 重 み は 、 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る た め に 計 算
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 前 記 ア ン テ ナ 重 み は 、 一 定 の 受 信 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、 受
信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る た め に 計 算 さ れ る こ と を 受 信 さ れ る 干 渉 を 最 小 に 抑 え る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 生 成 し た ビ ー ム の 方 向 以 外 の 方 向 に ヌ ル を 向 け る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
　 予 め 定 め ら れ た 複 数 の 固 定 さ れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る 手 段 と 、
　 前 記 予 め 定 め ら れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ を 選 択 す る 手 段

と 、
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に 切 り 替 え る 手 段 と 、
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に お い て Ｄ Ｌ 信 号 を 受 信 す る 手 段 と 、
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン と 同 一 の ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 利 用 し て 、 Ｕ
Ｌ 信 号 を 送 信 す る 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 予 め 定 め ら れ た 複 数 の ビ ー ム パ タ ー ン は 、 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン を 含 み
、 前 記 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ は 、 無 指 向 性 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 複 数 の ビ ー ム パ タ ー ン の 中 か ら 動 的 に 切 り 替 え る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-to-Noise Ra
tio） も し く は 信 号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus Interference
 Ratio） を 最 適 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を
最 小 に 抑 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
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で あ っ て 、 前
記 選 択 す る 予 め 定 め ら れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 少 な く と も １ つ の 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ
Ｕ に て 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る た め に 選 択 さ れ る 、 選 択 す る 手 段



　 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 予 め 定 め ら れ た 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、
近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に
記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 選 択 し た ビ ー ム の 方 向 以 外 の 方 向 に お け る ア ン テ ナ 利 得 を 低
減 さ せ る 手 段
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ － Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 予 め 定 め ら れ た 複 数 の 固 定 さ れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 前 記 予 め 定 め ら れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ を 選 択 す る こ と

と 、
　 （ ｃ ） 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に 切 り 替 え る こ と と 、
　 （ ｄ ） 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン に お い て Ｄ Ｌ 信 号 を 受 信 す る こ と と 、
　 （ ｅ ） 前 記 選 択 し た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン と 同 一 の ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン を 利 用 し
て 、 Ｕ Ｌ 信 号 を 送 信 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ａ ） は 、 予 め 定 め ら れ た 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン を 生 成 す る こ
と を 含 み 、 前 記 少 な く と も ２ つ の ビ ー ム パ タ ー ン の う ち の １ つ は 、 無 指 向 性 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 複 数 の ビ ー ム パ タ ー ン の 中 か ら 動 的 に 切 り 替 え る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） は 、 信 号 対 雑 音 比 （ Ｓ Ｎ Ｒ ： Signal-to-Noise Ratio） も し く は 信
号 対 雑 音 お よ び 干 渉 比 （ Ｓ Ｎ Ｉ Ｒ ： Signal-to-Noise plus Interference Ratio） を 最 適
化 す る ビ ー ム パ タ ー ン を 選 択 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） は 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る ビ ー
ム パ タ ー ン を 選 択 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） は 、 予 め 定 め ら れ た 信 号 レ ベ ル を 維 持 し な が ら 、 近 接 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ
か ら 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る ビ ー ム パ タ ー ン を 選 択 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 信 号 を 受 信 す る た め に 前 記 選 択 し た ビ ー ム パ タ ー ン の 方 向 以 外 の 方 向 に お け る ア ン テ ナ
利 得 を 低 減 さ せ る こ と
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
　 ア ン テ ナ ア レ イ と 、
　 ス ペ ク ト ル 配 置 情 報 を 受 信 す る 手 段 と 、
　 ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 探 し 出 す 手 段 と 、
　 ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ た め に 、 前 記 ア ン
テ ナ ア レ イ 上 で 送 信 す る 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ で あ っ て 、
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で あ っ
て 、 前 記 選 択 す る 予 め 定 め ら れ た ア ン テ ナ ビ ー ム パ タ ー ン は 、 少 な く と も １ つ の 近 接 す る
Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に て 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る た め に 選 択 さ れ る 、 選 択 す る こ と

に て 受 信 さ れ る エ ネ ル ギ を 最 小 に 抑 え る



　 ア ン テ ナ ア レ イ と 、
　 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス を 探 索 す る 際 に 、 送 信 周 波 数 を 走 査 す る 手 段 と 、
　 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 送 信 方 向 を 判 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 方 向 に 送 信 す る こ と を 回 避

た め に 、 前 記 ア ン テ ナ ア レ イ 上 で 送 信 す る
手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に ア ン テ ナ ア レ イ を 提 供 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） ス ペ ク ト ル 配 置 情 報 を 受 信 す る こ と と 、
　 （ ｃ ） ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ を 探 し 出 す こ と と 、
　 （ ｄ ） ス ペ ク ト ル 的 に 近 い Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ た め に 、 ア
ン テ ナ の う ち の １ つ の 上 で 送 信 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 干 渉 を 緩 和 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） Ｗ Ｔ Ｒ Ｕ に ア ン テ ナ ア レ イ を 提 供 す る こ と と 、
　 （ ｂ ） 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス を 探 索 す る 際 に 、 送 信 周 波 数 を 走 査 す る こ と と 、
　 （ ｃ ） 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 送 信 方 向 を 判 定 す る こ と と 、
　 （ ｄ ） 前 記 高 エ ネ ル ギ ソ ー ス の 方 向 に 送 信 す る こ と を 回 避

た め に 、 前 記 ア ン テ ナ ア レ イ 上 で 送
信 す る こ と と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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し て 、 少 な く と も １ つ の 隣 接 す る Ｗ
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